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The Development of NDSU Can-Do Statements : 
Goal Setting in Learning English 





　This article outlines the development of the NDSU Can-Do Statements (NDSU Can-
Do).  It consists of three steps.  An initial survey, based on the descriptors of CEFR-J, 
was conducted of beliefs in English language skills by first year students at Notre 
Dame Seishin University. The results suggested that NDSU Can-Do needs modifications 
at certain levels of CEFR-J.  In the second step, five levels of CEFR-J (A2.2-B2.2) 
were subdivided into ten levels. In this step, new descriptors from “CEFR-J Can-Do 
Descriptor Data Base” were added to the original levels, matching the difficulty level. 
Last, NDSU Can-Do was checked on its consistency at the modified levels. 
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となった CEFR を NDSU Can-do リスト作成の拠り所としたのである。
３．NDSU Can-do リスト作成のための予備調査















　調査は，2017 年度入学生（591 名）を対象として 2017 年４月に実施し，577 名（英語
英文学科 98 名，日本語日本文学科 69 名，現代社会学科 94 名，人間生活学科 86 名，児童












A1.2，A1.3 を A1 として総括し，CEFR のレベルにさかのぼる集計も併せて行った。これは，



























　下の５つのグラフ（図２〜図６）は予備調査から得られた回答を CEFR レベル（A1 〜
C2）に CEFR-J PreA1 レベルを加えた尺度で自信度の割合を五つの領域ごとに示したも
のである。
 


















































自信度：（＋）　聞くこと ＞ 読むこと ＞ 書くこと ＞ やりとり ＞ 発表　（－）
　注目すべきポイントとして，すべての領域において B1 レベルでの自信度が大きく減少
していることが分かる。このことは，NDSU Can-do リストの作成にあたって，B1 レベル
の英語力を本学では全体的な到達目標としてよいことを示唆していた。また同時に，きめ













　これら２つの領域における自信度の特徴は CEFR レベルで「B1 から B2 にかけての困
難度が高い」という同じ傾向を示した。さらに，CEFR-J レベルで分析を加えると，A2.2
で困難度が増し，「読むこと」では B1.1 で「できない」が「できる」とほぼ同数となり，「聞


















　これら２領域についても，CEFR レベルで B1 から B2 にかけて高い困難度を示した。
CEFR-J レベルでは，「やりとり」は B1.1 で「できる」が急減し， B1.2 で「できない」が「で







　CEFR-J レベルで B1.1 から B1.2 にかけて「できる」と「できない」が逆転し，以降「で
きない」が増加した。このことは，投野（2013, p.266）が指摘しているように，大学では





CEFR    A2 B1
CEFR-J A2.1
























７．CEFR-J Can do Descriptor Database を活用したディスクリプタの改変手順
　NDSU Can-do リスト・レベル改変モデル（表 1）に準拠して行った CEFR-J のディス
クリプタの改変について，そのおおまかな手順を「発表」領域を例に取り説明する。






　下の表（表２，表３）は，根岸（2010）を参考に B1.1 および B1.2 における「発表」領
域のディスクリプタを分析的に示したものである。
































いように」，および B1.2「相手に理解できるように」の部分では， B1.1 では明確な「論理性」
は求めていないが，B1.2 では論理的な構成に基づいた発表が特徴として記述されている。
なお，CEFR の意味する「流暢さ」とは，発話の速度や一定時間における発語数を基準と














































（２）CEFR-J Can do Descriptor Database の活用
　ここでは，“CEFR-J Can do Descriptor Database” を活用して，「発表」領域における
CEFR-J B1.1 から NDSU Can-do B1.1.1 / B1.1.2 への分割の手順を説明する。
　“CEFR-J Can do Descriptor Database” に収められている「発表」の B1 レベルにおけ
るディスクリプタは 21 項目ある。NDSU Can-do リストの作成にあたっては，CEFR-J の
ディスクリプタに新たなディスクリプタを加えることにより，言語使用者が扱う「話題
（トピック）」の種類を増やす一方で，産出に求める英語の「質的側面」に注目してレベ











　これらの４つのディスクリプタを，B1.1 と B1.2 の間に配置するのであるから，近接す
る上位のレベル（B1.2）に見られる「話題（トピック）」の質や産出される英語の「質的側面」

















































表４　 CEFR-J  B1.1 レベルから枝分かれさせた新たなレベルにおけるディスクリプタ
55
８．NDSU Can-do リストの運用と実践における課題












　本学の全学共通科目外国語科目は，A 科目（例：英語Ⅰ A）と B 科目（例：英語Ⅰ B）






















２ 　CEFR : Common European Framework of Reference for Languages : Learning, 
teaching, assessment （外国語の学習・教授・評価のためのヨーロッパ共通参照枠）
56
 　CEFR は 2001 年に Council of Europe（欧州評議会）が 20 年以上にわたる研究の後発
表された。この参照枠は欧州のみならず世界の多くで利用されており，英語使用者の熟
達度を大きく A（Basic User）, B（Independent User）, C（Mastery User）の３つに
区分し，それぞれを更に２分割（A1, A2, B1, B2, C1, C2）した６つのレベルから構成さ
れている。2018 年には，“CEFR Companion Volume with New Descriptors”（能力記
述文の追加や Pre-A1 の設定が見られる）が発表されている。
３ 　CEFR-J は，CEFR の理念をベースとして，日本の英語教育に特化して具体化され
2012 年に一般公開された。CEFR は A1 から C2 からなる６つのレベルで基本的に構成
されているが，CEFR-J では 12 レベルと構成されるレベルの数を増やしている。これは，
日本人の英語学習者の実態が，８割は A レベルという初級者が圧倒的に多いことが明ら
かになり，CEFR の A1，A2 レベルでは日本人英語学習者が「できること」の記述とし
ては不十分であることから，CEFR-Jでその細分化が図られた結果である（投野 93）。また，
CEFR-J は CEFR に基づいていることから，いつでも柔軟に CEFR のレベルにさかのぼ
れることが強みであるとしている（95）。







れらを整理統合して約 650 の ディスクリプタに整理され，日本語化された（137）。
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